



















上の高望みであっても、このチャンスに研究所自体がより質の高い “ 社会に開く窓 ” に前進した
い願いもありました。
　健康・栄養の実践面に詳しい研究所研究員や客員研究員を加えた実行委員会の提案を受けて
研究所運営委員会で “ 食育 ” と “ 共食 ” がキーワードに決まりました。共食は第 2 次食育推進基























　当日は、岸本満教授の運営委員長と細江事務局長 ( 当時 ) の下、3 学部の教員と事務部門関
係者の見事なチームワークで順調に運びました。映像記録はメディア造形学部の若手専門家























究所の “ 社会に開く窓 ” を広げていくことを期待します。
　ほんとうにありがとうございました。
